
世帯所得と児童の学力の関係

算数Ｂ

（正答率）
（2008春：文科省調査）
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出所：教育費負担の実態調査結果（勤務者世帯） 平成２０年１０月１５日日本政策金融公庫国民生活事業本部個人融資部
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埼玉県では
2009年度
生活保護世帯
中学卒業者

教育基本調査
（全県）

教育基本調査
（全国）

進 学 ８６．９％ ９８．２％ ９７．９％

全日制高校 ６７．８％ ９３．５％ ９２．１％

定時制高校 １０．５％ ２．２％ ２．５％
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貧困の現代的な現れ方 → 社会的排除

（単なる低所得でなく）、長期の失業、低学歴・低
技能、 疾病 、家庭崩壊、社会保障の権利の喪
失、貧しい住宅事情、犯罪、社会的孤立など諸
問題の結合によって、社会全体から排除されて

いる。 ＝過去の積み重ね

社会的排除・・・経済的な貧しさ＋つながり
（関係）の貧しさ＝社会のすみっこに追い
やられていく

マージナル化
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自立支援とはなにか

《現代の貧困にどう立ち向かうか》

経済的保障にとどまらず、人間的な生の回復、社会的
な排除からの回復をめざすこと。

（自律・自立・・人間の主体性の確立、社会的な生の確立）

自立の基礎 教育

① 日常生活自立・・・身体精神の健康の回復・維持

し、自分で自分の健康生活管理

② 就労自立 ・・・就労による経済的自立

③ 社会生活自立・・・社会的つながりの回復・維持

（生活保護制度の在り方に関する専門委員会報告）
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学校制度に「支援」と「学び直し」機能を

学歴は就労の安定度に大きな影響

貧困の連鎖を断つために

不登校や中退した生徒たちを学校と地域の
ネットワークにつなぐ支援と学び直しを

〇不登校の子どもたち

中学にも留年制度（現行法3年）を

〇中退を防ぐ支援のシステムを

〇中退しても再び受け入れる高校を

〇中退者の就労訓練施設を
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〈 親から子どもへの貧困の連鎖を断つ〉

① 貧困世帯・一人親世帯の子育て支援

② 貧困世帯・一人親世帯の子どもの学力

を育て、高校進学を支援する。

③ 高校卒業を支援する。（中退を防ぐ）

④ 高校卒業から就業（社会的自立）まで

の支援（職業訓練）

⑤ 地域の「子育て相談施設」を。

（地域のソーシャルワーク）

⑥ 「福祉行政」と「学校」と「地域社会」を

つなぐネットワークを

44



12/20/2010

親から子どもへの貧困の連鎖を絶ち、若者の社会的自立を支えるために

関係機関・社会資源・市民がつながる、つなげる

地域のさまざまな社会資源、人びとの出会いの場づくり
子育て支援グループ、母子世帯支援グループ、
障害者支援グループ、各種NPO、ボランティア団体、大学、市民……等

いつでも出入りできる居場所づくり

貧困世帯の子どもたち
子育てを行う貧困世帯の保護者たち

（貧困当事者）

ネットワークの核となる支援者
（コーディネーター）

子どもに：学習支援から社会的自立支援まで
保護者に：子育て相談・社会的孤立を防ぐ

子ども・若者を支援するネットワーク

福祉行政的な領域 学校・教育行政的な領域

労働行政的な領域地方自治行政的な領域
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